
【学力向上フロンティアスクール用中間報告書様式】（小学校用） 
  
  都道府県名  大阪府 
 
Ⅰ 学校の概要（平成１５年４月現在）  

 学校名   高石市立清高小学校 

 学 年  １年  ２年  ３年  ４年  ５年  ６年  養護学級  計  教員数

 学級数  ２  ３  ２  ２  ２  ２  ２  １５ 

 

 児童数  ６８  ８２  ７０  ７６  ７８  ６３  ６  443 

  
２３ 

 
Ⅱ 研究の概要 
  １．研究主題  
  一人一人の子どもを見つめて 

    複数教員による指導の向上をめざして 
 
  ２．研究内容と方法 
  (1) 実施学年・教科  
  ＊ 実施学年及び教科を選択した理由を記すこと。 

    ・３・４年生・算数(基礎基本の充実) 
        児童の理解の状況に差が出やすい教科、学年であるため。 
      ・５・６年生・算数(基礎基本の充実や発展的な学習を取り入れる) 
        単元により、理解の状況に個人差がでやすいため 

・５年生(後期)６年生(前期)・理科、家庭科、音楽(または情報教育)の３分割 
     少人数制授業 

これまでの研究成果と児童・保護者に対する実態調査の結果より続けて実施
・ ３～６年・交換授業  
これまでの研究成果と児童・保護者に対する実態調査の結果より続けて実施

 
  (2) 年次ごとの計画  
  

 
 平 
 成 
 15 
 年 
 度 

 ○ テーマ    「 算数科における確かな学力をつけるために」 
 ○ 研究の見通し 
     生徒指導や実験・実習教科の指導上から生まれた複数教員による指導体制 
   (交換授業や少人数制授業)を算数科の教科学習における学力向上をめざす
   指導方法にも工夫改善していく。 
 
○ 研究の内容・方法 
・ 指導方法、指導体制の工夫改善 
・ 補充的、発展的学習のための工夫と教材の開発 
・ 少人数による分割授業実施時の教室の学習環境の整備 
・ 小中連携の一環として同校区の高南中学校と「いきいきスクール」を
実施 

・ 公開授業や協議会などで研究の成果を発表する。 
・ 保護者への啓発活動を行う。 

  平 
 成 
 16 
 年 
 度 

○ テーマ 「算数科における確かな学力をつけるために」 
 ○ 研究の見通し 
   上記のテーマの実現をめざし、下記に示す内容・方法を今年度の反省の上

にたち、今年度中に計画および体制づくりの確立を行う。 
 ○ 研究の内容・方法 
  ２年目を迎え、専門の講師を継続的に招聘し全職員が指導を受ける研修体制
を確立するとともに、本年度立ち上げたブロック研修で計画的に効果的な 
指導法・指導内容・教材の工夫を行う。 

    また、その成果の報告のため、授業研究および協議会を計画する。 



 
  (3) 研究推進体制  
   

  職員会議 学校改革推進委員会 
 (指導法の年間計画・自己診断の実施・授業研究立案) 
 
 研修部(校内研修計画・講師招聘・各学年のまとめ) 

 
 
  低・中・高学年ブロック研修 
  (各学年の校内研究授業・指導案および教材の工夫) 

 
Ⅲ
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１．
研
究
の
成
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  Ａ 交換授業(一部教科担任制) 
   ３・４年(社会と理科を交換)   ５・６年(算数と国語を交換) 
  
Ｂ ３分割少人数制授業 
  前期(６年 理科 家庭科 音楽)  後期(５年 理科 家庭科 音楽) 
 
Ｃ ＴＴ・少人数 
  １～６年 情報教育(コンピュータ)  ＴＴ 
  ３・４年 算数  ＴＴ・単純２分割(単元別) 
  ５・６年 算数  ＴＴ・習熟度別(単元末) 課題別(６年のまとめ) 
 
３年生は「かけ算」の単元において単純２分で学習を進めた。指導上、個々の九九
の習得状況が把握しやすく、個に応じた支援ができた。児童の感想は人数が少ないの
で落ち着いて学習できる、発表がたくさんできる、練習問題がたくさんできる等おお
むね良好だった。 
次に「わり算」の単元でも単純２分割で学習を進めた。ここでは、等分除と包含除
のグループに分け、後で交代するという方法をとってみた。これは学習内容を児童に
認識させ、わり算の２種類の意味をより明確に理解させるには効果があった。 
「長方形と正方形」の単元では、児童の実態より、三角定規の直角の当て方や作図
の支援・図形の弁別に多くの意見交換を求めたいと考え、一斉授業の形態をとった。
その結果、図形に興味関心を持つ児童が増え、友だちのよい所を見つけ、自分の考え
を修正し正しい答えを導き出すことが出来たり、自分の考えが他と違っていても自信
を持って発表することにより、学習の内容を深めることができた。 
４年生では「わり算」の筆算は手順が複雑で児童にとって抵抗感が強い。そのため
かけ算１００ます・余りのないわり算５０問を継続的に取り組み、わり算のつまずき
やすい箇所を見つけ支援した。 
計算練習では、自分の伸びていく様子がよくわかるので児童は意欲的に取り組み、
続けていく中で自信や集中力が育ってきて、今後に見通しを持って学習できるように
なった。 
「三角形」の単元の敷き詰めの学習では、児童が積極的に活動できるように、教室
内で興味・関心に基づいて二等辺三角形と正三角形のグループに２分割し、それぞれ
のグループを教師が支援するという形態にしてみた。その結果、お互いのよい所を参
考にしながら互いに刺激し合い個人だけでなくグループで協力して敷き詰めること
ができ、平面の広がりや一定の決まりに従って形を並べることによって出来上がる模
様の美しさを感じ取ることができた。 
各学年単年度学級編成なので、５年生はまず学級づくりに重点をおき、算数におい
ては、担任と少人数担当でＴＴを行った。また毎授業の始めに１００マス計算を行い
計算力アップに努めた。その結果一人一人の所要時間が早くなり、正解率も上がった。
２学期に入り、少人数指導を実施した。単元の始めは一斉ＴＴ授業を行い、次に少
人数指導を取り入れた。一斉授業では問題解決学習を行うことにより多様な考えを出
し合える授業が可能であり、単元末に少人数指導を行うのは、その単元のまとめとし
てその子にとっての学習課題が解決できたかどうかを確認するためである。小数の掛
算は習熟度別で学級３分割コースを児童が選択していく方法をとった。小数のわり算
も同様に実施した。 
６年も５年同様に１学期はＴＴを行った。毎授業の始めに１００マス計算やエレベ

ータ計算などで計算力アップに努めた。学期末より「分数の足し算引き算」において
学級３分割を行った。(詳細は５年同様)２学期は毎時間のはじめにＢＧＭを流しなが
ら｢智恵の板｣を行い集中力をつけた。 



    
   
５年アンケート(１クラス３８人) 
・自分のペースで勉強出来る   ３８ 
・計算がたくさん出来てよい   ２８ 
・集中できる          ２５ 
・時間が有効に使える      ２４ 
・楽しい            ２３ 
・おもしろい          ２３ 
・勉強になる          ２２ 
・質問しやすい         ２１ 
・わかりやすい         ２１ 
・やる気になる         １７ 
・算数が好きになる       １７ 
 

６年アンケ―ト(１クラス３２人) 
・自分のペースで勉強出来る    ２５
・集中できる           ２４
・計算がたくさん出来てよい    ２５
・時間が有効に使える       ２４
・やる気になる          ２０
・勉強になる           １９
・楽しい             １３
・算数が好きになる        １１
・質問しやすい           ９
・わかりやすい          １１
 

 
２．今後の課題  
   

算数科の教材研究を深めていく中で、どの単元がより効果的な指導法なのか、また子
どもたち自らが算数に意欲的に取り組んでいくにはどうすればいいのかを組織的に
深めていくこと。 

 
 
Ⅳ 学力等把握のための学校としての取組  
   

 学校診断アンケートの実施 児童(年間２回) 保護者(年間１回) 
 各単元末に児童のアンケートや感想をとる。 

 
 
Ⅴ フロンティアスクールとしての研究成果の普及  
   

  ○授業研究・協議会 平成1５年１１月２7日 本校にて(参加１００名) 
  資料として「清高の教育Ⅲ」を作成・配布 
 
○学校訪問 
 全国より ３２校(３７名)来校 ただし１１月２７日の分はのぞく 

  
 
 
 ◇ 次の項目ごとに、該当する箇所をチェックすること。（複数チェック可） 
 
 
    【新規校・継続校】       ■１５年度からの新規校      □ １４年度からの継続校 
 
    【学校規模】             □６学級以下             □７～１２学級 
                             ■１３～１８学級         □１９～２４学級 
                             □２５学級以上 
 
    【指導体制】              ■少人数指導            ■Ｔ．Ｔによる指導 
                              ■一部教科担任制        □その他 
 
    【研究教科】              □国語         □社会       ■算数       □理科 
                              □生活         □音楽     □図画工作  □家庭 
                              □体育         □その他 
 
    【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】       ■有       □無 
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